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論文審査要旨（600～700 字程度） 

本研究は，近赤外分光計測における光学的雑音発生のメカニズムの解明とその低減法について検討したも

のである．最初に単一波連内での干渉現象に関する基礎的な理論解析を行い，実証実験との結果を比較する

ことで，基本的な理論解析モデルの妥当性が認められた．次に，実証された基本的理論解析モデルの上に，

分光特性内に現れる光学的雑音の解析モデルを追加した理論を提案し，その理論解析から得られた知見と実

際の実証実験結果を比較した結果，提案する光学的雑音に関する解析モデルの妥当性が確認された．さらに，

光学雑音モデルに，分割光（エレメント）毎の強度加算モデルを追加した理論解析が行われ，その結果から，

光学的雑音低減化のメカニズムが，『 分割光（エレメント）毎に発生する光学的雑音の平均化 』に帰着する

事が明確になった．さらに対応する実証実験結果が，最終的な理論解析結果から得られた知見と合致する事

が示されている．これらの知見は，近赤外分光計測における光学的雑音発生メカニズムの解明，予測，およ

びその低減のための研究に大きく寄与するものである． 

 以上のように，本論文は，光学に関する新しい理論および解析モデルの提案という理学（物理学）的な要

素と、実証のための装置開発という工学的要素を包含した学際的な内容であること，多くの新しい知見を有

すること，論文の内容，構成などから，本学位論文審査委員会は，全員一致して，本論文が博士(学術)の学

位論文として十分価値があるものと判断し，合格と判定した． 

【審査経過】 
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4 年 5 月 23 日 令和4 年9 月博士後期課程修了に係る学位申請 

4 年 7 月 6 日  審査委員の選出・指名・付議、論文審査委員の付託（運営委員会） 
4年 8 月 4 日  学位論文発表会

4 年 8 月 23 日 グループ会議で本専攻の博士(学術)学位取得要件「論文１報以上

（筆頭著書の原著論文）

　※書籍等の出版物をもって替えることができる。」を満たしていること　　
を確認の上、論文合格及び最終試験合格を承認 

4 年 8 月 31 日 学位授与認定・修了認定（教授会） 




